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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MSH2とヘテロ二量体を形成し、複製後DNAミスマッチ修復システムの一部であるMutS betaを形成します。MutS betaはミスマッチに結合し、MutL alphaヘテロ二量体と複合体を形成することでミスマッチ修復を開始します。この遺伝子は、第1エクソンに9 bpの多型タンデムリピート配列を含みます。このリピートは参照ゲノム配列中に6回存在し、3～7回のリピートが報告されています。この遺伝子の欠陥は、子宮内膜がんの感受性の原因となります。[RefSeq提供、2011年3月],疾患：MSH3の欠陥は、子宮内膜がんの感受性の原因となります[MIM:608089]。,機能：複製後DNAミスマッチ修復システム（MMR）の構成要素。 MSH2とヘテロ二量体を形成し、MutS betaを形成します。MutS betaはDNAミスマッチに結合し、DNA修復を開始します。結合すると、MutS betaヘテロ二量体はDNAらせんを曲げ、約20塩基対を保護します。MutS betaは、最大13ヌクレオチド長の大きな挿入欠失ループ（IDL）を認識します。ミスマッチ結合後、MutL alphaヘテロ二量体と三量体複合体を形成し、これが鎖識別、切除、再合成などの下流のMMRイベントを誘導すると考えられています。,PTM：DNA損傷時にリン酸化されます（おそらくATMまたはATRによる）。,配列に関する注意：汚染配列。ポリA配列の可能性があります。,類似性：DNAミスマッチ修復mutSファミリーに属します。MSH3サブファミリー。,サブユニット：MSH2-MSH3（MutS beta）からなるヘテロ二量体。 MutLα（MLH1-PMS1）と三量体複合体を形成する。EXO1と相互作用する。
	研究分野
	ミスマッチ修復;がんにおける経路;大腸がん;
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	MSH3抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したMSH3ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

